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筆者は1980年から敦賀の沖積層及び小浜市の沖積層
より産出した自然貝層を何ヶ所か明らかにしてきたが

（福岡, 1986），最近，敦賀市の海岸で工事が行われた
際，出土した貝類を拾い集めたので報告する．

調査地・方法

現地は敦賀市東浦地区の赤崎（図1）であり，敦賀
湾の東側で砂浜，国道8号線がすぐ近くを通っている．
この工事は農業集落排水事業東浦南部地区処理施設と

称し，平成12年度に実施された．工事に気がついた時
には，既に躯体工事も終わっており，周辺に野積みさ

れた掘削土の中の貝類を採集した．あえて砂土ともに

篩にかけて微小種を探すことはしなかった．

図1 調査地

結果・議論

出土した貝類のリストを表1に示す．腹足類36種，
二枚貝類27種が確認された．著者らは赤崎付近で打ち

上げ貝類相の調査をしているが（松本・福岡, 準備中），

大半の種は打ち上げ貝類としても現在見られる種であ

った．腹足類の5種，二枚貝類の4種は打ち上げ貝類と
して未確認種である（表1）．
本地点のボーリング調査結果を図2に示す．この地

点に近い天筒浄化センター付近で過去に自然貝層が見

いだされており，その深度は標高－4.0～－9.0 mであ
った（福岡, 1986）．天筒から出土した貝類のC14による
年代測定では4980±150 yrs BPないし5320±200 yrs BP
というデータが得られている（福岡, 1986）．本報告の
自然貝層の深さから考えると，天筒の層と同一年代に

埋没したものと思われ，本層の埋没年代はおよそ5000
年前とみられる．
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Abstract

Seashells excavated from the construction site on the coast of
Tsuruga Bay, Fukui Prefecture were recorded.  Thirty-six
gastropods and twenty-seven bivalves were identified.  Five
gastropods and four bivalves were unfound in the drifting
seashell fauna.  Boring core sample indicated that these seashells
were buried probably before ca. 5000 years ago. 
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表1 産出した貝のリスト。＊を付したものは打ち上げ貝類で未確認を示す。

図2 調査地のボーリング調査結果


